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1. はじめに 
 「地平の月が天頂の月よりも大きく見える」現
象については，様々な説が提案されてきたが，未
だ原因については確定していない 1)．本研究の仮
説は，遠近感を持つ地形（道路や木などの前景物）
の存在が過大視を引き起こすと説明する．
Fig.1(a)のような前景越しにある月を見るとき、
月までの距離認識の手がかりがないので、
Fig.1(d)のように前景端の遙か遠くにある月を
Fig.1(b)のように前景端に存在していると認識
する．その際， Fig.1(b)のような先すぼまりの網
膜像を脳内で矯正して，Fig.1(c)のように正しい
大きさに認識しようとするとき，前景端の月の大
きさも連動して過剰補正してしまうと考えられ
る 2)． 
 本研究ではスクリーン上に提示した前景越し
の月画像の観察結果から前記仮説の検証を試み
る． 

Fig.1 月の過大視発生原因の説明 

 
2. 実験方法 
地平の月の過大視現象を説明する仮説の検証

のために種々の前景越しに満月が見える画像に
対し、前景の遠近感と月の過大視との関係を調べ
る実験を行った．観察対象として種々の前景越し
の月画像７種類(Fig.2①～⑦）を用意した.５名
の被験者に対し防音室で被験者から距離 1.5m に
設置したスクリーン上に対象画像を投影し,下記
ⅰ，ⅱの評価を行わせた． 
ⅰ) 画像の遠近感の評価  

 ７種類の画像の遠近感を(1.全く感じない/ 2. 
かすかに感じる/3.感じる/4.強く感じる/5.とて
も強く感じる)の 5つから選択回答させた. 
ⅱ) 月の大きさの評価 

 月画像を見せた後，観察済みの月画像の 0.1倍
から 2.0倍の大きさの月のみの画像を 0.1倍刻み
にスクリーン上の投影像として見せた．倍率はマ
ウスホイールを操作することで変わるようにし，

被験者自身に操作させた．直前に観察した前景越
しの月画像中の月と同じ大きさと思ったところ
でマウス操作を止めさせ，月の大きさ評価結果回
答とした． 

Fig.2 観察画像 

 
3. 実験結果 
 上記ⅰ)，ⅱ)の評価結果の被験者平均をまとめ
て Fig.3に示す．遠近感を強く感じているときほ
ど，月を大きく感じる傾向が示されている． 

Fig.3 月の大きさの認識倍率と遠近感の評価 

 

4. 結論 

 前景の遠近感を強く感じることと，月をより大

きく感じることが対応する実験結果が得られた．

冒頭の仮説は前景の遠近感が強いほど月の大き

さの誤補正による過大視が強く起こることを示

唆するので，本実験結果は著者らの仮説を支持し

ている． 
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